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２月から個人番号カードの交付が始まります。カードを申請された方には役場から交付通知書が送付されます。

通知書が届いたら受け取りの予約をお願いします。通知書は送付されるまで申請から現在２カ月程度かかります。

システム障害等のため、個人番号カードを即日交付できない場合は、本人確認のうえ後日郵送します。

問い合わせ 町民課住民係 内線１１１０

マイナンバー

個人番号カードの受け取りには電話予約を

予約した日時に必要な持ち物を持って、

役場町民課へご本人がお越しください。

※15歳未満の者または成年被後見人には、

その法定代理人も同行してください。

役場町民課窓口で本人確認のうえ、暗証番号

を設定していただくと、カードが受け取れます。

※暗証番号はお越しになる前にあらかじめ考えて

おいてください。

○受け取りの手順

□交付通知書（はがき）

□通知カード

□本人確認書類

15歳未満の者または成年被後見人に同

行する法定代理人も同様に必要

□代理権の確認書類

15歳未満の者または成年被後見人の法

定代理人のみ

□住民基本台帳カード

お持ちの方のみ

□印鑑

①次のうち１点

住民基本台帳カード（写真付きに限る）、運転免許証、運転経歴証明

書（交付年月日が平成24年４月１日以降のものに限る）、旅券、身体

障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳、在留カード等

②①をもっていない方は、「氏名・生年月日」または「氏

名・住所」が記載され、市区町村長が適当と認める２点

（例）健康保険証、年金手帳、社員証、預金通帳、医療受給者証等

戸籍謄本その他の資格を証明する書類

「本籍地が八千代町の場合」または「本人が15歳未満の者で、代理人

と同一世帯かつ親子関係にある場合」は不要

①署名用の電子証明書の暗証番号

②利用者証明用の電子証明書の暗証番号

③住民基本台帳事務用のアプリの暗証番号

④券面事項入力補助用のアプリの暗証番号

英数字６文字以上16文字以下で設定できます。

英字は大文字のＡからＺまで、数字は０から９まで

が利用でき、いずれも１つ以上が必要です。

数字４桁です。（②③④は同じものにできます）

個人番号カードに電子証明書の機能を希望していな

くても４桁の暗証番号の設定は必要です。

必
要
な
持
ち
物

暗
証
番
号

①
交付日時の予約をしてください。予約の電話

番号は交付通知書に記載されています。交付

には一人あたり30分程度かかります。②

③

交付通知書（はがき）の入った封書が

役場から申請者の自宅に届きます。

○準備するもの

④

■受け取りができるのは本人だけです。病気、身体の障害その他やむを得ない理由で本人の来庁ができない場合

のみ、代理人が受け取ることができます。代理権の確認書類が別途必要になりますのでお問い合わせください。

■必要な持ち物が揃っていない場合は個人番号カードを交付することができません。

○受け取りの注意事項

予約受付時間 月曜日～金曜日（祝日を除く） 午前８時30分～午後５時

受け取り手続きができる日 月曜日～金曜日（祝日を除く） ※平日に来庁できない方はご相談ください。
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問 下館税務署 ℡ ２４－２１２１下館税務署から確定申告のお知らせ

※ 申告書の作成には時間がかかりますので、午後４時までにお越しください。

※ 会場が混雑している場合は、受け付けを早めに締め切ることがあります。

会 場 下館税務署 筑西市丙116番地16筑西しもだて合同庁舎

開設期間 ２月16日（火）～３月15日（火）（土曜日・日曜日を除く）

受付時間 午前８時30分から（相談は午前９時から午後５時まで）

町・県民税と所得税の

申告はお早めに
２月16日（火）～ ３月15日（火）

■問い合わせ 税務課住民税係 内線 １３３０

この申告は平成28年１月１日現在、八千代町に住所のある人が、平成27年中の所得について申告していただく

ものです。

申告が必要な人

①事業所得（営業・農業）、不動産所得、雑所得（年金等）、配当所得、譲渡所得などの所得があった方

②給与所得のあった方で、次の場合

ア 勤務先から八千代町へ給与支払い報告書が提出されていない方

イ ２カ所以上から給与の支払いを受けた方

ウ 平成27年中に会社を退職された方（再就職して前職分を合算し、年末調整をされた方は除く）

エ 給与以外に所得のあった方（給与以外の所得が20万円以下で確定申告の必要のない場合も、町・県民税の申

告は必要です）

町・県民税は、所得がなくてもその旨の申告が必要です。国民健康保険税・保育料・児童扶養手当等の判定基

準となりますので、必ず申告してください（国保税の場合、申告により税額が軽減される場合もあります）。税の

扶養になっている方は、必要ありませんが、福祉、教育、住宅、扶養、各種借入金の申請に必要な所得・課税等

の証明書を必要とする場合には、申告が必要になります。また、米の戸別所得補償交付金等も事業所得の雑収入

となりますので忘れずに申告してください。

申告に必要なもの

印鑑／平成27年中の給与・年金の源泉徴収票（原本）／ 事業所得、不動産所得のある方は収支内訳書

○ 該当する場合に必要なもの

国民健康保険税・国民年金保険料などの領収書（証明書）／生命保険料・地震保険料・個人年金の支払額証明書

／障害者控除は障害者手帳または障害者控除等対象者認定書／小規模企業共済掛金の支払証明書

各行政区での申告相談の日程など詳しくは、１月15日配布の申告のチラシをご覧ください。

医療費控除

医療費明細書（封

筒）に医療を受け

た人ごとに支払額

を記入し、領収書

及び補てん金額の

わかるものを入れ

てください

住宅借入金等特別控除

１年目 住民票／借入金の年末残高証明書／売買契約書・請負契約

書・建築確認通知書の写し／家屋の登記簿謄本／敷地の登記簿謄本・

売買契約書の写し（借入金に敷地等の購入にかかる分が含まれる場合）

２年目以降 借入金の年末残高証明書／税務署から届いた住宅借入

金等特別控除申告書

※年末調整で住宅借入金等特別控除を行った方は、町・県民税の住宅

借入金等特別控除の申告は必要ありません。

勤労学生控除

学生証の写し

寄付金控除

寄付金支払証明書等

所得税の還付申告

預貯金の口座番号

（本人名義）が分か

るもの
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広
域
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
完
成

ー

茨
城
県
内
の
公
共
施
設
等
で
配
布

ー 盆栽を見学する来場者

ガイドブックを紹介する八菜丸

は
た
ち
の
門
出
を
祝
し
て

ー

新
春
松
竹
梅
盆
栽
展
を
開
催

ー

県
西
10
市
町
で
組
織
す
る
県
西

地
域
振
興
協
議
会
が
広
域
観
光
ガ

イ
ド
ブ
ッ

ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
は
県
西
の
自

慢
を
テ
ー
マ
に
観
光
地
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
、
飲
食
店
な
ど
を
紹
介
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
駅
や
県

内
の
公
共
施
設
、
商
業
施
設
で
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
成
に
は
宝
く
じ
助
成
金
と
漫

遊
い
ば
ら
き
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

推
進
協
議
会
の
助
成
金
が
活
用
さ

れ
ま
し
た
。

叙
勲

旭
日
単
光
章
を
受
章

ー

元
町
議
の
故
大
里
唯
男
さ
ん

ー

八
千
代
町
新
春
賀
詞
交
換
会
が
１
月
10
日
に
ビ
・
ア
ー
ン

ジ
ュ

Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
換
会
は
町
、
Ｊ

Ａ
常
総
ひ
か
り
、
町
商
工
会
が
主
催
し
、
町
の
各
分
野
の
代

表
者
２
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
大
久
保
司
町
長
は「
移
住
、
定
住
化

の
促
進
、
子
育
て
環
境
の
整
備
を
図
り
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い」

と
あ
い
さ
つ
。
鏡
開
き
に
は
大
久

保
町
長
、
秋
葉
一
町
商
工
会
会
長
、
草
間
正
詔
Ｊ
Ａ
常
総
ひ

ま
さ
つ
ぐ

か
り
組
合
長
、
大
久
保
武
町
議
会
議
長
、
廣
瀬
賢
一
区
長
親

和
会
会
長
、
大
久
保
周
三
郎
ヤ
マ
ダ
イ
株
式
会
社
会
長
が
登

壇
、
町
の
更
な
る
発
展
を
祈
願
し
、
用
意
さ
れ
た
酒
樽
の
鏡

板
を
叩
き
割
り
ま
し
た
。
最
後
に
廣
瀬
親
和
会
会
長
の
か
け

声
で
万
歳
三
唱
を
行
い
、
町
の
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
願

ー

八
千
代
町
新
春
賀
詞
交
換
会

ー

鏡開きをする代表者の皆さん

昨
年
の
11
月
に
逝
去
さ
れ
た
元
町
議
会
議
員
の
大
里
唯
男

さ
ん
に
旭
日
単
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
大
里
さ
ん
は
本
田

出
身
で
、
昭
和
54
年
12
月
に
町
議
会
議
員
に
当
選
し
、
平
成

３
年
12
月
ま
で
12
年
間
に
わ
た
っ
て
在
職
。
そ
の
間
、
教
育

民
生
常
任
委
員
会
委
員
長
や
建
設
常
任
委
員
会
副
委
員
長
な

ど
を
歴
任
し
、
町
の
教
育
や
文
化
の
振
興
、
道
路
整
備
に
貢

献
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
の
審
議
会
委
員
と
し
て
、
昭
和
58
年
１
月
か
ら

平
成
４
年
12
月
ま
で
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
、

昭
和
61
年
４
月
か
ら
昭
和
63
年
３
月
ま
で
町
社
会
教
育
委
員

兼
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
を
務
め
、
国
民
健
康
保
険
事
業

の
安
定
し
た
運
営
と
社
会
教
育
の
充
実
、
青
少
年
の
健
全
育

成
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。

１
月
９
日
か
ら
14
日
ま
で
、
中

央
公
民
館
で
町
の
成
人
式「

は
た

ち
の
つ
ど
い」

に
合
わ
せ
た「

祝

成
人
新
春
松
竹
梅
盆
栽
展」

が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
町
盆
栽
ク
ラ
ブ
の

会
員
が
育
て
た
盆
栽
21
点
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
思
い
が
込

め
ら
れ
た
盆
栽
は
、
式
を
迎
え
た

２
６
８
人
の
前
途
を
後
押
し
す
る

か
の
よ
う
に
、
力
強
い
根
張
り
と

立
派
な
枝
ぶ
り
を
誇
っ
て
い
ま
し

た
。

旭日単光章の勲記と勲章

故大里唯男さん

（昭和62年９月撮影）
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み ん な の 広 場

【コメント】

いつも元気いっぱ

いの久蘭ちゃん!!

これからもたくさ

ん食べて、遊んで

大きくなってね！

そのカワイイ笑顔

がみんな大好き

生まれてきてくれ

てありがとう

父 恭 佑 さん

母 美 佳 さん

俳

句

男
手
を
借
り
て
冬
至
の
南
瓜
切
る

佐

野

佐

伯

六

花

追
憶
は
五
右
衛
門
風
呂
の
柚
子
湯
か
な

久
下
田

川

村

ヱ
イ
子

さ
さ
や
か
な
幸
せ
で
良
し
冬
至
風
呂

小

屋

倉

持

幸

子

風
呂
炊
の
湯
気
の
向
か
ふ
に
母
若
し

大

里

山

中

康

雄

寒
晴
や
雀
ふ
く
ら
む
大
藁
家

か

ん
ば

れ

わ

ら

や

松

本

野

口

ま
さ
子

古
暦
捨
て
る
に
惜
し
き
京
の
四
季

ふ

る
ご
よ
み

水

口

北

野

妙

子

【コメント】

にこにこ笑顔がか

わいい莉子ちゃ

ん。その笑顔はい

つも家族のみんな

を元気にしてくれ

るね。これからも

元気に笑って、み

んなに好かれる女

の子に育ってね。

父 克 英 さん

母 千 尋 さん

霜
月
の
地
平
を
拡
げ
熱
気
球

し

も

つ
き

菅

谷

照

内

美
代
子

初
春
や
祝
う
人
有
り
鐘
を
撞
く

塩

本

小

倉

俊

雄

短

歌

吾
が
人
生
母
の
白
寿
が
目
標
や

八
十
路
元
気
で
初
日
を
拝
む

大
戸
新
田

山

本

好

子

お
互
い
の
力
出
し
合
う
老
夫
婦

わ
が
耳
の
歩
幅
で
ゆ
っ
く
り
歩
こ
う

東
大
山

草

間

ふ

み

や ち よ 文 芸
樺

大 里 脩 真 さん（下結城小６年）
しゅう ま

おとうさん 優 弥 さん（松 本）
ゆう や

大 好 き な 人

大

好

き

な

お

父

さ

ん

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
電
気
会
社
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
少
年
野
球
団
に
入
っ
て
い
ま
す
。

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
練
習
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
、

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
野
球
が

休
み
の
日
は
、
た
ま
に
ゴ
ル
フ
に
行
き
ま
す
。
練
習

場
で
ゴ
ル
フ
の
打
ち
か
た
な
ど
も
ぼ
く
に
教
え
て
く

れ
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
、
勉
強
も
教
え
て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く

が
わ
か
ら
な
く
て
、
も
っ
て
い
く
と
、
分
か
り
や
す

く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

ぼ
く
は
そ
ん
な
お
父
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。

＊みんなの広場では、皆さんからの投稿をお待ちしています。

詳しくは、秘書課秘書広報係まで ℡ 48ー1111（内線3330）

八
千
代
文
芸
俳
句
会
選

関 口 莉 子 ちゃん

せ き ぐ ち り こ

平成２６年１１月１６日生まれ

（大 里）

中 川 久 蘭 ちゃん

なか がわ く らん

平成２７年３月２３日生まれ

（粟 野）

一
般
投
句
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〔ところ〕かなくぼ総合体育館ほか

〔主 催〕茨城県ミニバスケットボール連盟ほか

〔主な結果〕

優 勝 八千代ＭＢＣ

■八千代町バレーボール大会 (第87回ママさん・第

75回町民バレーボール大会)

〔と き〕10月25日（日）

〔ところ〕八千代町総合体育館

〔主 催〕八千代町体育協会

〔主な結果〕

ママさんの部

優 勝 村貫

準優勝 仁江戸

敢闘賞 平塚

町民の部

優 勝 役場バレー部

■第43回町民バスケットボール大会

〔と き〕11月８日（日）15日（日）

〔ところ〕八千代町総合体育館

〔主 催〕八千代町体育協会ほか

〔主な結果〕

優 勝 エンペラー

優勝したエンペラーの皆さん

ママさんの部で優勝した村貫の皆さん

鬼怒川緊急対策プロジェクト着手式

１月11日、常総市地域交流セン

ターで鬼怒川緊急対策プロジェク

トの着手式が行われました。着手

式には石井啓一国土交通大臣や橋

本昌県知事、大久保司町長はじめ

関係７市町の首長が出席し、プロ

ジェクトの成功を祈願し、堤防に

見立てた築山を固める胴突き式を

行いました。

鬼怒川緊急対策プロジェクトは

国と県、鬼怒川沿いの県内７市町

が主体となって、今年度から平成

32年度までにハードとソフトが一

体となった河川の治水対策を行う

事業です。ハード面では国が県内

の鬼怒川約４４．３ kmを堤防のか

さ上げや拡幅、河道の掘削を行っ

て治水対策を行い、ソフト面では

国、県、市町が連携して、住民の

＋

避難を促すため、タイムラインの

整備や訓練を行うほか、行政や消

防団、住民が参加する危険箇所の

共同点検などを実施していきます。

（上）あいさつする石井国

土交通大臣

(左) 胴突きを行う出席者

の皆さん

優勝した八千代ＭＢＣの皆さん
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(敬称略)

スポーツ大会の結果

スポーツファイル

■第21回ジャスティスチャンピオンシップ下妻大会

〔と き〕10月３日（土）４日（日）

〔ところ〕下妻小学校ほか

〔主 催〕下妻ジャスティスJr保護者会

〔主な結果〕

優 勝 八千代ＭＢＣ

■第15回北関東学童野球結城大会

〔と き〕10月17日（土）18日（日）24日（土）

〔ところ〕鹿窪運動公園野球場ほか

〔主 催〕結城市学童野球連盟

〔主な結果〕

優 勝 中結城スポーツ少年団

■第80回町民ソフトボール大会

〔と き〕10月18日（日）25日（日）

〔ところ〕八千代町民公園

〔主 催〕八千代町体育協会ほか

〔主な結果〕

優 勝 フェニックス

準優勝 村 貫

第３位 伊勢山ソフトクラブ

■第27回県西地区ミニバスケットボール大会

〔と き〕10月25日（日）31日（土）11月１日（日）

優勝したフェニックスの皆さん

優勝した八千代ＭＢＣの皆さん

広告

地元 八千代町のペンキ屋さん
一般建築塗装 ・各種吹付

新築 ・塗替え・一般住宅から倉

庫、アパート・内外装なんでも対

応ＯＫ

建築塗装一級技能士が施工 ！

些細な事でも相談してください

ご相談・お見積りは無料です!!

総 合 建 設塗 装 業
茨城県知事許可（般-24）第27584号

(有) 八千代塗工
代表取締役 玉田宏保

八千代町平塚4737-37

℡０２９６-４９-２７９２

塗装工募集!!男女問わず（要普通免許）

優勝した中結城スポーツ少年団の皆さん

広報やちよに広告を掲載しませんか ？

■掲載料金

１枠 縦45.5mm 横175mm １回 10,000円

1/2枠 縦45.5mm 横 85mm １回 5,000円

■申込方法など詳しくは

秘書課秘書広報係 ℡ 48－1111（内線3330）
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農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
９
月

か
ら
12
月
に
か
け
て
農
地
利
用
状

況
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
昨
年
行
わ
れ
た
調
査
結
果

を
も
と
に
農
地
利
用
意
向
調
査
書

（

農
地
に
お
け
る
利
用
の
意
向
に

つ
い
て）

を
送
付
い
た
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
調
査
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

配
付
対
象
者

耕
作
さ
れ
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
農
地
の
所
有
者

※
こ
の
調
査
と
行
き
違
い
で
耕
作

を
再
開
等
さ
れ
て
い
た
場
合
は
ご

容
赦
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

２０１６. ２. １ №５７９
発 行 八 千 代 町 役 場

℡ 48－１１１１（代表）

お知らせ版
農
地
の
利
用
意
向
調
査
を

実
施
し
ま
す

（

内
線
２
１
１
０）

農
振
地
域
内
の
農
用
地
を
農
業

以
外
に
使
用
す
る
場
合
は
、
農
振

地
域
か
ら
の
除
外
手
続
き
が
必
要

で
す
。
住
宅
建
築
等
の
計
画
が
あ

り
除
外
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
要

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
付
は
３
月
と
９
月
の

年
２
回
の
み
と
な
り
ま
す
。
手
続

き
に
は
半
年
以
上
の
期
間
が
か
か

り
ま
す
の
で
計
画
的
な
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間

３
月
１
日（

火）

～

31
日（

木）

産
業
振
興
課
農
林
係

（

内
線
２
３
１
０）

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

な
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
学
用

品
費
や
学
校
給
食
費
な
ど
の
学
校

生
活
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
援

助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
援
助

を
受
け
る
に
は
所
得
な
ど
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
や
支
給

は
学
校
を
通
し
て
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
子
さ
ん
が
通
学
し
て

い
る
学
校（

入
学
予
定
の
学
校）

ま
た
は
学
校
教
育
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課
学
務
係

（

内
線
３
５
２
０）

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
料
無
料
。

日
時

２
月
16
日（

火）

午
後
１

時
30
分
～
４
時

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い（

完
全
予

約
制
で
す）

保
健
セ
ン
タ
ー

48-

１
９
５
５

日
時

２
月
25
日（

木）

午
後
１

時
～
５
時

場
所

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー

ア
ル
テ
リ
オ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

２月の納税等

国民健康保険税（第８期）

介護保険料（第６期）

後期高齢者医療保険料（第８期）

納期は２月29日（月）です

税務課（内線1310）

福祉保健課（内線1230）

町民課（内線1121）

農
業
振
興（

農
振）

地
域

の
除
外
手
続
き

ひ
き
こ
も
り
支
援
フ
ォ
ー

ラ
ム
開
催
の
お
知
ら
せ

就
学
援
助
制
度

TEL

男女共同参画フォーラムを開催します

日 時 ２月21日（日）午後１時30分～３時30分

受付午後１時～

場 所 中央公民館

入場料 無料

プログラム

○オープニングアトラクション

和楽器演奏 平井丈史氏、お多福尺八の会

○基調提案・パネルディスカッション

テーマ 『話そう、働こう、育てよう。いっしょ

に』－男女共同参画の町を目指して－

講師・コーディネーター

小倉洋子氏（元ＮＨＫアナウンサー）

パネリスト

吉川真弓氏（町老人保健福祉計画策定委員）

小川敏雄氏（町立学校学校評議員）

小竹節氏（町農業委員会会長）

岡田ますみ氏（町商工会女性部常任委員）

問い合わせ 企画財政課企画係 内線３２１１

パブリックコメントを募集します

町では、皆さまからのご意見等を参考にしなが

ら施策や計画の策定を進めるパブリックコメント

制度を導入しています。皆さまのご意見をお寄せ

ください。

件 名 第５次総合計画後期基本計画 (案)

八千代町人口ビジョン (案)

八千代町まち・ひと・しごと創生総合

戦略 (案)

募集期限 ２月15日（月）

閲覧場所 町ホームページおよび企画財政課

※意見の提出方法など、詳細については町ホーム

ページをご覧になるか担当係までお問い合わせ

ください。

問い合わせ

○第５次総合計画後期基本計画 (案) について

企画財政課企画係 内線３２１１

○八千代町人口ビジョン (案)、八千代町まち・ひ

と・しごと創生総合戦略 (案) について

企画財政課総合戦略室 内線３２３０
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茨
城
県
広
報
広
聴
課

０
２
９-

３
０
１-

２
１
２
８

日
時

３
月
６
日（

日）

午
後
１
時

～
４
時（

受
付
午
後
０
時
30
分
～）

場
所

と
ね
ミ
ド
リ
館（

古
河
市）

対
象
者

20
歳
～
45
歳
ま
で
の
独

身
者

定
員

男
女
各
20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費

男
性
２
０
０
０
円
、
女

性
１
０
０
０
円

受
付
期
間

２
月
５
日（

金）

～

21
日（

日）

い
ば
ら
き
マ
リ
ッ

ジ
サ
ポ
ー

タ
ー
県
西
地
域
活
動
協
議
会
石
塚

０
８
０-

９
４
２
６-

１
４
０
８

日
時

３
月
27
日（

日）

午
前
８

時
出
発

集
合
場
所

中
央
公
民
館
前

行
き
先

鹿
島
神
宮
、
深
作
農
園

（

鉾
田
市）

定
員

40
人（

先
着
順）

参
加
負
担
金

１
８
０
０
円

※
10
日
前
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は

負
担
金
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

グ
ル
メ
の
会
代
表

野
口

０
９
０-

８
５
８
５-

３
３
０
９

１
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

２
月
公
開
例
会
は
、
都
合
に
よ
り

中
止
に
な
り
ま
す
。

下
妻
青
年
会
議
所

斉
藤

０
９
０-

６
０
１
０-
７
５
８
３

活
動
内
容

県
の
事
業
や
施
設
等

を
取
材
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
で
情
報

発
信
な
ど

任
期

４
月
～
３
月

募
集
人
員

４
人

応
募
資
格

県
内
に
在
住
し
平
成

28
年
４
月
１
日
現
在
で
満
20
歳
以

上
の
女
性
な
ど

応
募
期
限

２
月
12
日（

金）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【

講
演
会】「

ひ
き
こ
も
り
か
ら
の

巣
立
ち
を
支
え
る」

青
少
年
自
立

援
助
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事

河
野

久
忠
氏

【

体
験
談
発
表
会】「

僕
た
ち
の
再

出
発」

青
少
年
自
立
援
助
セ
ン

タ
ー
利
用
者

【

合
同
相
談
会】

青
少
年
自
立
援
助

セ
ン
タ
ー
職
員
や
県
内
各
支
援
団

体
職
員
が
個
別
に
相
談
を
受
け
付

け
ま
す

定
員

１
０
０
人

参
加
費

無
料

申
込
方
法

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

申
込
期
限

２
月
19
日（

金）

筑
西
保
健
所
保
険
指
導
課

24-

３
９
６
５

24-

３
９
２
８

自
動
車
税
は
県
の
重
要
な
財
源

で
す
。
転
居
な
ど
で
茨
城
県
に
転

入
さ
れ
た
方
は
、
住
民
登
録
と
合

わ
せ
て
、
自
動
車
の
県
内
ナ
ン

バ
ー（

水
戸･

土
浦
・
つ
く
ば）

へ

の
変
更
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
登
録
に
関
す
る
こ
と

土
浦
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
１
８

○
納
税
に
関
す
る
こ
と

筑
西
県
税
事
務
所

24-

９
１
９
０

TEL

２月の高齢者相談

介護、福祉などに関するご

相談をお寄せください。

【相談日】 ２月17日（水）

午前８時30分～午後５時

地域包括支援センター

30-２４００（直通）TEL

TEL

水道水の放射能測定結果をお知らせします

（検査日:１月13日 検査機関:（株）江東微生物研究所）
■「不検出」とは、測定結果が検出限界値（1Bq/kg以下）を下
回ったことを意味します。

■町の水道水に含まれている県西水道水の水質検査結果は、
茨城県企業局のホームページ（http://www.pref.ibaraki.
jp/bukyoku/kigyou/）で公表しています。

問い合わせ 上下水道課上水道係 ℡ 48-２０３７

TEL

シルバーリハビリ体操指導士３級養成

講習会受講者募集

日 程 午前10時～午後３時45分

場 所 茨城県立健康プラザ（水戸市）

受講資格 茨城県民で60歳以上、地域でボランティア

活動ができ、常勤の職についていない方

申込方法 往復はがきでお申し込みください

受講料 無料

※案内チラシが町福祉保健課窓口にあります。

申し込み・問い合わせ

〒３１０－０８５２ 水戸市笠原町９９３－２

茨城県立健康プラザ介護予防推進部

TEL ０２９－２４３－４２１７

コース名 開催日（各コース ６日間）

150 4/5，8，12，19，22，26

151 4/7，11，14，21，25，28

152 5/12，16，19，23，26，30

155

154 6/2，6，13，16，20，23

6/27，7/4，7，11，14，21

応募期限

3/10

4/18

5/9

6/2

採水場所 採水日 放射性セシウム（Bq/kg） 管理目標値

浄水場出口 １月12日
不検出
不検出

10Bq/kg
134Cs
137Cs

グ
ル
メ
の
会
か
ら
の
お
知

ら
せ

と
き
め
き
パ
ー
テ
ィ
ー
参

加
者
を
募
集
し
ま
す

い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
を

募
集
し
ま
す

下
妻
青
年
会
議
所
２
月
公

開
例
会
中
止
の
お
知
ら
せ

自
動
車
は
県
内
の
ナ
ン

バ
ー
に

TEL

TEL

TEL

FAX

TEL
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■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１６０

12月定例会

平成27年第４回定例会は、12月14日から21日までの８日間の日程で開催されました。

この定例会では、議長、副議長選挙や常任委員会の選出などが行われたほか、町執行部より平成27年度補正

予算をはじめ、条例改正など12議案が提案され、すべての議案を原案のとおり可決しました。

一般質問は、12月17日・18日の２日間に分けて行われ、９人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議長に「大久保 武氏」副議長に「国府田利明氏」が就任

て
も
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
伴
う
行
政
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
大
変
厳
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様

の
ご
要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
行
政
課
題
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
議
会
と
し
て
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
、
当
町
の
更
な
る
発
展

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
皆
様
に
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
今
後
も
議

会
だ
よ
り
や
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
、
よ
り
多
く
の
議
会
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
議
会
は
、
議
員
一
同
一
丸
と
な
り
、
当
町
の
魅
力
を
活
か
し
た
、

安
心
安
全
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
す
の
で
、

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

副議長 国府田利明
こ く ふ だ としあき

議 長 大久保 武
お お く ぼ たけし

町
民
の
皆
様
に
は
平
素
よ

り
町
議
会
に
対
し
、
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
12
月
定
例
会

に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
を
賜
り
、
第
24
代
八
千

代
町
議
会
議
長
並
び
に
副
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ

の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
鋭
意
努
力
し
、
円
滑
な

議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
す
。

現
在
、
地
方
自
治
体
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
る
中
、
本
格
的

な
地
方
創
生
の
時
代
を
迎
え

て
お
り
、
当
町
に
お
き
ま
し

議
長
・
副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶

●

条

例

◇
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条

例
平
成
28
年
１
月
か
ら「

マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度」

が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
町
独
自
で
利
用
す
る

事
務
を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例地

方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
及
び
省
令
の
公
布
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

◇
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

事
業
所
に
お
け
る
保
育
士
の
数

の
算
定
に
当
た
っ

て
、保
健
師･

看

護
師
の
ほ
か
、
准
看
護
師
に
つ
い

て
も
保
育
士
と
み
な
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
措
置
す
る
も
の
で
す
。

●

議
員
提
出
議
案

◇
鬼
怒
川
堤
防
の
強
化
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
つ
い

て
は
、
国
が
管
理
し
て
い
る
鬼
怒

川
の
河
川
の
施
設
の
多
く
に
被
害

が
生
じ
ま
し
た
。
従
っ
て
、
鬼
怒

川
の
治
水
対
策
と
し
て
八
千
代
町

を
含
む
鬼
怒
川
流
域
の
堤
防
の
点

検
、
復
旧
及
び
更
な
る
強
化
を
早

急
に
実
施
す
る
こ
と
を
要
望
す
る

も
の
で
す
。

【

提
出
先】

・
内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣

・
国
土
交
通
大
臣

●

専
決
処
分
事
項
承
認

◇
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（

第
３
号）

関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
、
被

災
し
た
機
場
の
復
旧
費
と
し
て
２

億
８
千
７
９
２
万
５
千
円
増
額
す

る
も
の
で
す
。
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●

そ
の
他

◇
八
千
代
町
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定

公
の
３
施
設「

八
千
代
町
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー･

八
千
代
グ

リ
ー
ン
ビ
レ
ッ

ジ･

ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
八
千
代」

を
３
年
間
、
一

般
財
団
法
人
八
千
代
町
ふ
る
さ
と

公
社
に
指
定
管
理
者
の
候
補
者
と

し
て
選
定
し
た
も
の
で
す
。

◇
介
護
保
険
特
別
会
計（

第
２
号）

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
地
域
密

着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
及
び

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
、
居
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給
付
費
等
の
不

足
に
よ
る
給
付
費
で
、
１
千
４
１

９
万
１
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。

◇
八
千
代
中
央
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計（

第
２
号）

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
土
地
区

画
整
理
事
業
の
工
事
請
負
費
で
、

１
千
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。

●

人

事

◇
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

任
期
満
了
と
な
る
、
現
委
員
の

大
久
保
一
衛
さ
ん（

根
ノ
谷）

を

再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

◇
監
査
委
員
の
選
任
同
意

任
期
満
了
に
伴
い
、
風
見
好
信

さ
ん（

伊
勢
山）

、
湯
本
直
さ
ん

（

野
爪）

の
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
。

○・・・賛成 Ｘ・・・反対

第４回定例会における議案等の審議結果

※今定例会で審議された議案等のうち、意見の分かれた案件のみ、上記の一覧表に掲載しています。なお、記

載のない議案等については、「全会一致（全員が賛成）で可決または承認」しています。審議の詳しい内容は、

議会のホームページの会議録（２月下旬頃掲載予定）をご覧ください。

審 議 内 容

議席 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 10 11 12 14
議
長

審
議
結
果

増
田

光
利

国
府
田
利
明

大
里

岳
史

廣
瀬

賢
一

大
久
保
弘
子

上
野

政
男

中
山

勝
三

生
井

和
巳

水
垣

正
弘

小
島

由
久

宮
本

直
志

湯
本

直

大
久
保

武

八千代町個人番号の利用に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

八千代町税条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

13

大
久
保
敏
夫

○

○

●

請
願
審
議
結
果

◇
鬼
怒
川
堤
防
の
強
化
を
求
め
る

請
願

【

請
願
者】

八
千
代
町
区
長
親
和
会

会
長

廣
瀬

賢
一
さ
ん

【

審
議
結
果：

採
択】

●
平
成
27
年
度
補
正
予
算

◇
一
般
会
計（

第
４
号）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
千
６
０

５
万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
78
億
６
千
４
８
５
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
公
会
計

電
算
シ
ス
テ
ム
導
入
費
３
２
０
万

円
、
土
地
改
良
事
業
補
助
金
・
被

災
農
業
者
向
け
経
営
体
育
成
支
援

事
業
補
助
金
等
３
１
３
万
６
千

円
、
被
災
中
小
企
業
事
業
継
続
支

援
補
助
金
等
２
１
７
万
３
千
円
、

消
防
団
員
の
活
動
服
及
び
救
命
胴

衣
・
災
害
対
応
時
の
備
蓄
品
購
入
・

防
火
貯
水
槽
撤
去
工
事
費
等
１
千

４
３
５
万
５
千
円
の
増
額
で
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（

第

１
号）歳

出
の
主
な
内
容
は
、
療
養
諸

費
の
増
加
に
よ
る
保
険
給
付
費
、

国
県
へ
の
負
担
金
返
還
等
で
、
９

千
３
４
４
万
８
千
円
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

活動服と救命胴衣
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交
付
す
る
も
の
で
あ
り
、
使
用
に

あ
た
っ
て
は
厳
格
、
適
正
な
取
扱

い
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
一
般
の
町
民
の
方
に
は
、

活
動
内
容
や
補
助
金
の
流
れ
が
な

か
な
か
見
え
て
こ
な
い
の
が
現
状

で
あ
り
ま
す
。

町
の
財
政
状
況
が
非
常
に
厳
し

い
な
か
で
あ
り
、
多
額
の
補
助
金

の
支
出
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
川
西
地
区
資

源
保
全
協
議
会
へ
の
補
助
事
業
に

つ
い
て
、
事
業
内
容
、
交
付
金
の

流
れ
及
び
補
助
金
の
交
付
申
請
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

川
西
地
区
の
事

業
費
と
し
て
は
、
農
地
維
持
支
払

交
付
金
と
資
源
向
上
支
払
交
付
金

の
共
同
活
動
を
併
せ
て
８
５
７
万

７
千
４
０
８
円
、
資
源
向
上
支
払

交
付
金
の
長
寿
命
化
分
と
し
て
８

４
２
万
４
千
２
４
０
円
が
支
払
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

事
業
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
行
政
区
と
連
携
し
た
中
で
、
７

月
と
10
月
に
水
路
の
草
刈
り
、
８

月
か
ら
は
久
下
田
地
内
に
お
い
て

遊
休
農
地
化
し
て
い
た
畑
に
景
観

形
成
の
た
め
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

等
の
草
花
の
植
栽
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
水
路
の
破

損
部
分
の
補
修
や
随
時
役
員
会
を

開
催
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

交
付
金
の
流
れ
と
し
て
は
、
農

業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮

の
促
進
に
関
す
る
法
律
が
整
備
さ

れ
た
こ
と
に
基
づ
き
、国
か
ら
県
、

県
か
ら
町
に
交
付
さ
れ
、
町
か
ら

活
動
組
織
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る

行
政
ル
ー
ト
に
今
年
度
か
ら
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
補
助
金
の
負
担

割
合
と
し
ま
し
て
は
国
が
50
％
、

県
、
町
が
25
％
ず
つ
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
交
付
申
請
に
つ
き
ま
し

て
は
、
当
初
の
事
業
計
画
書
に
基

づ
き
、
地
元
活
動
組
織
か
ら
町
に

毎
年
同
額
の
交
付
申
請
を
し
て
い

た
だ
く
形
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

町
政
を
問
う

！

一
般
質
問
９
名
が
登
壇

中山 勝三議員

「

地
方
創
生
総
合
戦
略」

策
定
に

向
け
、
６
月
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン

ケ
ー
ト（

下
表
参
照）

を
見
て
み

ま
す
と
、
つ
く
ば
市
・
古
河
市
と

ア
ク
セ
ス
を
良
く
す
る
こ
と
が
当

町
に
と
っ
て
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
、

つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｘ
駅
を
結
ぶ

路
線
バ
ス
の
延
長
を
誘
致
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
執
行
部
の
見
解
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

ま
た
、
創
生
戦
略
の
交
付
金
事

業
で
観
光
振
興
が
あ
り
ま
す
。
当

町
で
は
、
す
で
に
グ
リ
ー
ン
ビ

レ
ッ

ジ
を
拠
点
と
し
た
名
所
・
旧

跡
巡
り
の
観
光
案
内
マ
ッ
プ
が
作

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
移
動
手
段
が
明
記
さ
れ
て
お

ら
ず
、
交
通
弱
者
の
方
に
と
っ
て

は
移
動
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難

で
す
。
そ
こ
で
、
克
服
す
る
手
段

と
し
て
、
現
在
の
医
療
巡
回
バ
ス

を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
や
自
転

地
方
創
生
と
交
通

手
段
の
確
保
を

車
貸
出
し
体
制
を
図
る
こ
と
に
つ

い
て
、
執
行
部
の
見
解
を
お
尋
ね

い
た
し
ま
す
。

古河市

地方創生に関するアンケートより抜粋

下妻市つくば市娯楽（映画等）

病院等の通院

外食 下妻市

下妻市 つくば市

つくば市 古河市

古河市

古河市

古河市下妻市

つくば市下妻市

つくば市

家電・家具購入

衣料品購入

目 的
１位 ２位 ３位

市町村順位

企
画
財
政
課
長

路
線
バ
ス
の
延

長
誘
致
に
つ
い
て
は
、
主
体
的
に

は
民
間
事
業
者
に
よ
る
こ
と
か

ら
、
利
用
者
の
問
題
や
ル
ー
ト
の

問
題
な
ど
い
く
つ
か
の
課
題
を
解

決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
は
、
地
方
創
生
総
合
戦
略
の

中
で
も
位
置
づ
け
、
関
係
機
関
や

関
係
団
体
と
連
携
し
、
広
域
的
な

視
点
で
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保

に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長

停
留
所
の
場
所

や
運
行
時
間
な
ど
の
制
約
が
あ
る

と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
の

コ
ー
ス
な
ど
を
活
か
し
つ
つ
活
用

維持管理されている圃場

湯本 直議員

補
助
事
業
に
つ
い
て

が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

近
隣
自
治
体
に

お
い
て
は
、
駅
や
観
光
地
に
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
を
設
置
し
て
、
観
光

地
周
遊
に
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
参

考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町

長

現
在
、
地
方
創
生
の
総

合
戦
略
や
総
合
計
画
の
後
期
基
本

計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
計
画
の

中
に
も
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保

を
し
て
い
く
た
め
の
施
策
を
盛
り

込
み
、
今
後
、
町
の
公
共
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
八
千
代
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
戦
略
の
進
捗

補
助
事
業
と
は
、
町
民
か
ら
の

貴
重
な
税
金
を
特
定
の
団
体
等
へ
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品
、
資
機
材
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町

長

今
後
、
災
害
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
の
実
施
に
よ
り
、
地

域
に
お
け
る
防
災
体
制
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

町
民
の
多
く
の
方
か
ら
、
防
災

無
線
放
送
が
聞
こ
え
な
い
、
内
容

が
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
声
が
聞

か
れ
ま
す
。
各
家
庭
に
個
別
受
信

機
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
る
の

か
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長

個
別
受
信
機
は
、
概

算
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
１
台
に
付

き
約
７
万
円
程
度
の
価
格
と
な
り

ま
す
。
無
償
配
布
と
い
っ

た
場
合

に
つ
き
ま
し
て
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
す
の
で
、
難
し
い
現

状
に
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
災
害
時
の
情

報
伝
達
手
段
と
し
て
、
携
帯
電
話

の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
の
活
用
や
防

災
無
線
の
緊
急
放
送
を
受
信
で
き

る
安
価
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
防
災
ラ

ジ
オ
の
一
部
運
用
が
開
始
さ
れ
た

な
ど
、
技
術
開
発
も
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
動
向
を
注
視
し

調
査
・
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
大
雨
に
よ
る
水
害
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
町
民
の
方
が
避
難
さ

れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
当

町
で
は
、
避
難
生
活
に
必
要
な
物

資
、
特
に
食
糧
・
水
は
確
保
し
て

あ
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

総
務
課
長

初
期
の
消
火
活
動
や

け
が
人
の
救
出
等
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
地
域
防
災
計
画
の
中
で
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
強
化
を
目

的
と
し
て
、
消
防
団
と
連
携
し
た

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

の
防
災
体
制

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
防
災

計
画
に
お
い
て
、
ま
ず
は
町
内
の

医
療
関
係
機
関
。し
か
し
な
が
ら
、

災
害
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
は
対
応

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い

ま
す
。そ
う
い
っ

た
場
合
に
は
国
・

県
へ
の
要
請
を
図
っ

て
対
応
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

備
蓄
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
計

画
的
に
ア
ル
フ
ァ
化
米
や
乾
パ
ン

･

飲
料
水
を
購
入
し
、さ
ら
に
年
次

計
画
で
各
中
学
校
に
防
災
倉
庫
を

設
置
し
、
そ
の
他
の
備
蓄
品
を
整

備
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
民
間
業
者
と
締

結
し
て
い
る
物
資
供
給
・
応
急
対

策
業
務
に
関
す
る
協
定
を
最
大
限

に
活
用
し
て
、
食
料
品
や
生
活
用

生井 和巳議員

総
務
課
長

今
回
の
災
害
時
に

は
、
町
消
防
団
へ
の
出
動
要
請
を

行
い
、
河
川
及
び
堤
防
の
巡
視
か

ら
、漏
水･

越
水
箇
所
へ
の
止
水
対

応
、さ
ら
に
住
民
へ
の
広
報･

避
難

誘
導
等
ま
で
約
24
時
間
に
も
及
ぶ

対
応
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。異

常
気
象
に
よ
る
災
害
発
生
や

大
地
震
の
発
生
等
も
考
え
ら
れ
る

中
で
、
消
防
団
や
行
政
だ
け
で
は

到
底
対
応
で
き
な
い
災
害
も
想
定

で
き
ま
す
。
今
後
、
地
域
住
民
や

自
衛
消
防
団
な
ど
へ
の
協
力
要
請

も
積
極
的
に
行
い
、
町
民
の
安
全

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長

避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
る
前
に
避
難
勧
告
対
象
地

区
の
地
区
長
に
対
し
、
独
居
老
人

等
へ
の
対
応
と
地
区
内
の
各
区
長

へ
の
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
同
じ
く
民
生
委
員
に

対
し
ま
し
て
も
、
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
状
況
確
認
や
安
否
確
認

に
つ
い
て
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

町

長

世
界
的
な
異
常
気
象
に

よ
る
風
水
害
の
発
生
や
大
地
震
の

発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
中
で
、

地
域
の
安
全
や
町
民
の
生
命
、
身

体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す

る
こ
と
は
、
最
重
要
課
題
で
ご
ざ

い
ま
す
。

今
回
、
人
的
被
害
に
つ
い
て
は

無
か
っ
た
も
の
の
、
災
害
弱
者
と

な
る
高
齢
者
や
独
居
老
人
な
ど
の

避
難
行
動
要
支
援
者
の
救
護
体
制

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
の
災
害

等
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、防
災
、

福
祉
担
当
部
局
と
の
連
携
の
も

と
、
区
長
や
民
生
委
員
、
近
隣
住

民
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
相
互

協
力
体
制
の
整
備
を
図
り
、
よ
り

一
層
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
日
本
豪
雨
で
は
、
当
町
で
も

鬼
怒
川
の
越
水
・
決
壊
の
恐
れ
が

あ
り
、
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
ま

し
た
が
、
自
宅
待
機
さ
れ
た
方
も

多
数
お
り
避
難
体
制
が
不
十
分
で

あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

高
齢
者
、
独
居
老
人
、
障
が
い
者

の
方
へ
の
避
難
対
応
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

ま
た
、
区
長
や
民
生
委
員
へ
の

指
示
内
容
と
自
衛
消
防
団
の
位
置

付
け
、
協
力
要
請
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

東
日
本
豪
雨
等
の
災
害
対
策
の
検
討
に
つ
い
て

小島 由久議員

大
地
震
が
発
生
し
た
時
の
対
応
・
対
策
は

関
東
地
方
で
震
度
７
以
上
の
地

震
が
発
生
す
れ
ば
、
当
町
で
も
大

き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
は
目
に

見
え
て
お
り
ま
す
。

大
き
な
災
害
で
は
関
係
機
関
と

協
力
、
連
携
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
当
町
で
の
対
策
に
つ

い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
災
害
時
に

協力体制の確立を
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を
基
本
と
し
て
、
職
員
の
配
備
体

制
づ
く
り
や
応
急
対
策
の
実
施
、

避
難
勧
告
や
指
示
の
発
令
、
避
難

所
の
開
設
な
ど
一
連
の
対
応
を

行
っ

た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

あ
ら
た
め
て
検
証
を
行
い
、
防
災

計
画
の
改
訂
を
行
う
と
と
も
に
地

域
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
も
含
め

た
う
え
で
の
実
践
的
な
訓
練
の
実

施
を
計
画
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

10
月
27
日
現
在

で
は
、
水
稲
、
そ
ば
、
大
豆
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
白
菜
等
に
お
い
て
、
被
害

面
積
が
２
１
９
・
７
ｈ
ａ
、
被
害

金
額
が
３
億
５
千
８
９
１
万
１
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

支
援
策
に
つ
い
て
で
す
が
、
国

に
よ
る
被
災
農
業
者
向
け
経
営
体

育
成
支
援
事
業
、
農
協
系
統
災
害

資
金
等
の
融
資
事
業
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
農

業
者
に
は
、
災
害
資
金
等
を
有
効

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
経
営
の

安
定
を
図
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

町

長

被
災
住
民
に
対
す
る
支

援
策
や
災
害
時
に
お
け
る
行
政
の

取
組
、
対
応
、
さ
ら
に
は
防
災
訓

練
等
の
実
施
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
活
か
し
た
防
災
力
の
強

化
な
ど
、
積
極
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
る
投
票

年
齢
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

・
障
が
い
者
対
策
に
つ
い
て

関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
鬼
怒

川
・
西
仁
連
川
沿
い
の
地
域
で
重

大
な
被
害
が
あ
っ
た
が
、
被
災
し

た
家
屋
・
農
作
物
等
の
被
害
状
況

と
支
援
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。ま

た
、
災
害
時
に
お
け
る
行
政

の
取
組
と
し
て
、
鬼
怒
川
沿
い
の

住
民
の
避
難
場
所
の
再
検
討
と
町

ぐ
る
み
の
避
難
訓
練
を
行
う
考
え

が
あ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

総
務
課
長

家
屋
の
被
害
は
、
床

上
浸
水
が
２
件
、
床
下
浸
水
が
９

件
と
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

床
上
浸
水
の
住
宅
見
舞
金
と
し
て

社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
３
万
円
、

県
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
補
助

事
業
に
よ
り
25
万
円
の
支
援
金
が

交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

災
害
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
策
定
し
て
お

り
ま
す
八
千
代
町
地
域
防
災
計
画

関
東
・
東
北
豪
雨
の
水
害
問
題
に
つ
い
て

ま
た
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
と
避
難
情
報
伝
達
の
徹
底
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

総
務
課
長

鬼
怒
川
以
外
の
内
水

面
に
係
る
災
害
に
関
し
ま
し
て

は
、関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
、

冠
水
等
の
危
険
箇
所
の
把
握
、
早

期
の
交
通
規
制
、避
難
誘
導
路
等
、

町
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
豪
雨
災
害
の
経

過
に
つ
い
て
も
再
検
証
を
行
い
、

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
の
時
期
、

避
難
誘
導
、
避
難
場
所
の
選
定
な

ど
再
検
討
し
、
地
域
防
災
計
画
に

つ
い
て
も
見
直
し
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

避
難
誘
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、

防
災
無
線
屋
外
子
局
の
増
設
や
携

帯
電
話
に
よ
る
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の

活
用
な
ど
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町

長

水
害
予
防
に
関
し
ま
し

て
は
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る

と
と
も
に
、
危
険
箇
所
の
情
報
を

共
有
し
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
よ
う
対
策
を
講
じ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
作
物
に
対
し
て
甚
大
な
被
害

が
あ
り
ま
し
た
が
、
農
水
省
は
、

来
年
の
営
農
再
開
に
向
け
て
行
う

取
組
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、

財
政
を
確
保
し
た
上
で
、
助
成
す

る
と
し
て
い
る
が
、
対
策
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

被
災
対
策
に
つ

い
て
で
す
が
、
被
災
対
策
農
業
者

向
け
経
営
体
育
成
支
援
事
業
が
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
補
正
予
算

の
ほ
う
も
通
過
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
補
助
金
の
申
請
も
進
め
て
い

く
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
ほ
か
の
農
作
物
全
般
に
つ
き

ま
し
て
は
、
県
の
災
害
適
用
条
例

と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、そ
ち
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
、

対
象
外
と
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
支
援
策
と
し

ま
し
て
、
農
業
再
生
産
、
経
営
安

定
の
た
め
の
資
金
と
し
て
、
農
協

系
統
災
害
資
金
等
の
融
資
事
業
が

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て

・
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

増水した鬼怒川の様子

(９月10日午後１時頃 長塚橋付近)

大久保 弘子議員

水
害
対
策
に
つ
い
て

防
災
の
町
づ
く
り
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
鬼
怒
川
本
流
の
強
化

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
支
流
域
に

対
し
て
も
対
策
・
強
化
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、
当
町
の
水
害
対
策

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

甚大な被害を受けた水稲
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の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
な

く
、
住
民
の
皆
様
の
公
共
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
最
大
限
活
か
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
個
人
情
報
は
、
そ
れ
自
体
が

貴
重
で
得
が
た
い
も
の
で
あ
る
半

面
、
一
旦
、
事
故
が
起
こ
っ

た
場

合
、
当
事
者
に
損
害
を
与
え
、
ひ

い
て
は
、
住
民
の
皆
様
の
行
政
不

信
に
直
結
す
る
、
危
険
な
一
面
を

合
わ
せ
も
つ
こ
と
を
十
分
に
自
覚

し
、
今
後
も
、
公
平
・
公
正
な
税

務
事
務
の
推
進
に
、
適
正
な
個
人

情
報
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

副
町
長

個
人
情
報
保
護
条
例

に
、
実
施
機
関
の
責
務
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
個
人
情
報
の
適

正
な
取
扱
い
に
つ
い
て
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ

る
施
策
を
通
じ
て
個
人
情
報
の
保

護
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
２
項
に
は
実
施
機
関
の
職

員
は
、
職
務
上
知
り
得
た
個
人
情

報
を
み
だ
り
に
他
人
に
知
ら
せ
、

又
は
不
当
な
目
的
に
使
用
し
て
は

な
ら
な
い
。
当
該
職
を
退
い
た
後

も
、
同
様
と
す
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ

う
な
事
実
は
な
い
と
思
う
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。

町

長

各
種
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
や
効
率
化
で
利
便
性
の
高

い
情
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
な
ど
、

町
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
電

子
自
治
体
を
構
築
す
る
た
め
、
情

報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

に
関
す
る
事

件
・
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
と

と
も
に
、
事
件
・
事
故
又
は
災
害

等
に
よ
る
被
害
の
最
小
化
、
局
所

化
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
の
再
発
防

止
等
、
情
報
資
産
保
護
を
包
括
し

た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー

を
定
め
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

確
保
に
最
大
限
取
り
組
む
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
町
長
の
強
制
わ
い
せ
つ
告
訴
事
件
に
つ
い
て

・
行
政
区
長
・
副
区
長
に
つ
い
て

八
千
代
町
の
個
人
情
報
は
漏
え

い
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
そ

う
い
っ
た
声
が
町
民
か
ら
た
び
た

び
聞
か
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
声

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
な

の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、町
長
の
補
佐
役
で
あ
り
、

課
長
の
指
導
役
で
あ
る
副
町
長

は
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
た
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。

税
務
課
長

個
人
情
報
の
取
扱
い

に
つ
い
て
は
、
職
員
の
行
動
指
針

で
あ
る
と
こ
ろ
の
個
人
情
報
保

護
・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ハ
ン
ド

ブ
ッ

ク
及
び
八
千
代
町
情
報
セ

キ
ュ

リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
の
定
め
に

従
い
ま
し
て
、
事
故
の
な
い
よ
う

細
心
の
注
意
を
払
う
と
と
も
に
各

種
研
修
の
な
か
で
知
識
習
得
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
職
員
は
、
法
律
を
遵
守

し
、
業
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
そ

八
千
代
町
個
人
情
報
保
護
条
例
に
つ
い
て

改
修
、
運
営
計
画
に
つ
い
て
の
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町

長

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
安

全
面
や
衛
生
面
に
お
い
て
万
全
な

体
制
の
も
と
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
拠
点
と
し
て
運
営
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
施
設
の
老
朽
化
が

著
し
く
、
そ
の
改
修
に
は
莫
大
な

費
用
が
か
か
り
ま
す
。
今
後
に
お

き
ま
し
て
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
と
協

議
の
う
え
、
施
設
の
活
用
に
つ
い

て
、廃
止
と
い
う
選
択
肢
も
含
め
、

方
向
性
を
出
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

一
級
町
道
14
号
線
は
栗
山
か
ら

尾
崎
へ
向
か
う
道
路
で
す
が
、
舗

装
が
非
常
に
傷
ん
で
い
ま
す
。
先

日
に
は
小
学
生
が
転
倒
し
、
怪
我

を
し
た
話
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
道
路
改
良
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
危

険
箇
所
が
あ
っ
た
場
合
に
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
か
お
伺
い
し

ま
す
。

都
市
建
設
課
長

こ
の
道
路
整
備

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
11

月
に
栗
山
行
政
区
長
及
び
関
係
地

権
者
の
方
々
の
道
路
拡
幅
工
事
に

お
け
る
用
地
買
収
同
意
書
を
添
付

の
う
え
再
度
、
要
望
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
平
成
28
年
度
か

ら
実
施
計
画
に
計
上
し
、
道
路
改

良
工
事
に
向
け
て
、
道
路
詳
細
設

計
・
用
地
買
収
・
工
事
を
実
施
す

る
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
現
況
道
路
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
の
損
傷
が
著
し
い
部
分

が
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し

て
、
そ
の
都
度
舗
装
補
修
・
舗
装

打
換
等
の
修
繕
工
事
を
施
工
し
、

常
時
良
好
な
状
態
に
維
持
す
べ
く

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
八
千
代
診
療
所
の
診
療
時
間
に

つ
い
て

老朽化したＢ＆Ｇ海洋センター

廣瀬 賢一議員

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
改
修

に
つ
い
て
、再
三
に
わ
た
り
質
問
・

要
望
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
ま
だ

改
善
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。再
度
、



16広報やちよ№676 2016.2月号

大久保 敏夫議員

も
し
漏
ら
し
た
な
ら
ば
職
を
辞
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

税
務
課
長

漏
ら
し
た
こ
と
が
あ

る
の
か
な
い
の
か
と
い
う
ご
質
問

で
す
が
、
職
場
内
に
お
き
ま
し
て

あ
り
ま
せ
ん
と
い
う
事
実
を
申
し

上
げ
ま
し
て
お
答
え
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

副
町
長

八
千
代
町
の
個
人
情
報

保
護
条
例
を
み
ま
す
と
町
が
保
有

す
る
個
人
情
報
の
開
示
等
を
請
求

す
る
権
利
を
保
障
す
る
と
と
も

に
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い

の
確
保
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
情
報
の

保
護
を
図
り
、
も
つ
て
個
人
の
権

利
及
び
利
益
の
侵
害
を
未
然
に
防

止
し
、
個
人
の
尊
厳
の
確
保
と
町

民
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
い
う
よ

う
な
目
的
が
あ
る
わ
け
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
議
員
さ
ん
の
情
報
を

私
は
何
も
知
り
え
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
私
は
言
っ
た
覚
え
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。

町

長

私
は
、
住
民
の
個
人
情

報
や
行
政
情
報
等
、
厳
重
管
理
が

必
要
な
情
報
資
産
を
お
預
か
り
し

て
い
る
立
場
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
情
報
資
産
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
と
と
も
に
、
も
っ

ぱ
ら
、
安
全

か
つ
継
続
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
の
み
使
用
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
こ
と
を
重
く
受
け
止

め
、
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
議
員
ご
指

摘
の
職
場
内
の
守
秘
義
務
に
つ
い

て
は
、
守
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
学
校
運
営
に
つ
い
て

・
行
政
区
正
副
区
長
に
つ
い
て

水
戸
地
検
に
書
類
送
検
さ
れ
た

二
つ
の
事
件
に
つ
い
て
、
町
長
は

他
議
員
の
一
般
質
問
や
テ
レ
ビ
の

記
者
会
見
に
お
い
て
、
事
実
無
根

で
あ
り
、
ね
つ
造
だ
と
答
弁
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

町
長
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
認
め

た
と
す
れ
ば
、
茨
城
県
警
は
、
事

実
無
根
で
ね
つ
造
さ
れ
た
事
件
を

書
類
送
検
し
た
の
で
す
か
。
し
っ

か
り
と
答
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

町

長

二
つ
の
事
件
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
検
察
の

判
断
を
慎
重
に
見
守
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

個
人
情
報
を
町
民
、
こ
こ
に
い

る
議
員
の
個
人
の
秘
密
も
含
め
て

漏
ら
し
た
こ
と
が
あ
る
か
な
い

か
。も

し
あ
っ

た
と
す
る
な
ら
ば
職

を
辞
す
る
覚
悟
は
あ
り
ま
す
か
。

書
類
送
検
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

に
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
議
会
傍
聴
や
施
設

見
学
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

各
種
団
体
や
学
校
の
社
会
科
見
学

な
ど
に
お
取
り
入
れ
く
だ
さ
い
。

次
の
定
例
会
は
３
月
に
行
い
ま

す
。
詳
し
い
日
程
は
２
月
下
旬
に

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

【

問
い
合
わ
せ】

議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ（

48）

１
１
１
１

内
線
４
１
１
０

八
千
代
高
校
生

議
会
を
傍
聴

公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
、
今

年
夏
か
ら
の
選
挙
権
年
齢
18
歳
へ

の
引
き
下
げ
に
向
け
て
、
八
千
代

高
校
の
生
徒
33
名
が
12
月
15
日
に

議
会
を
傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。

身
近
な
話
題
で
も
あ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
条
例
改
正

案
等
が
審
議
さ
れ
、
生
徒
の
皆
さ

ん
は
、
町
議
会
議
員
と
町
執
行
部

と
の
議
論
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

受付簿に住所と氏名を記入し

傍聴券を取り入場してください

傍聴席から見た議場の様子

熱心に議会を傍聴する生徒のみなさん

傍
聴
す
る
時
の
お
願
い

！

議
会
の
秩
序
維
持
や
円
滑
な
議

会
運
営
の
た
め
に
、
次
の
事
項
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・

議
場
に
お
け
る
言
論
に
対
し
拍
手

そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
公
然
と
可

否
を
表
明
し
な
い
こ
と
。

・

談
論
し
、
放
歌
し
、
高
笑
し
、
そ

の
他
騒
ぎ
立
て
な
い
こ
と
。

・

飲
食
又
は
喫
煙
を
し
な
い
こ
と
。

・

傍
聴
席
に
お
い
て
写
真
、
映
画
等

を
撮
影
し
又
は
録
音
等
を
し
て
は

な
ら
な
い
。

（

八
千
代
町
議
会
傍
聴
規
則
よ
り
抜
粋）



17 広報やちよ№676 2016.2月号

各
委
員
会
等
の
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

委 員

宮本 直志

委 員

湯本 直

委 員

水垣 正弘

委 員

大久保 武

委 員

上野 政男

委 員

大里 岳史

委 員

生井 和巳

○副委員長

国府田 利明

○副委員長

大久保 弘子

○副委員長

増田 光利

◎委員長

小島 由久

◎委員長

中山 勝三

◎委員長

廣瀬 賢一

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

○
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

：

生
井

和
巳

副
委
員
長：

大
里

岳
史

委
員

：

水
垣

正
弘

宮
本

直
志

大
久
保

敏
夫

湯
本

直

○
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長

：

国
府
田

利
明

委
員

：

廣
瀬

賢
一

中
山

勝
三

生
井

和
巳

小
島

由
久

○
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
議
会
議
員

水
垣

正
弘

大
久
保

敏
夫

○
下
妻
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会

議
員

上
野

政
男

中
山

勝
三

大
久
保

武

○
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員大

久
保

武

委 員

大久保 敏夫

議

会

の

構

成

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

広

域

連

合

※「

常
任
委
員
会」

と
は

？

八
千
代
町
議
会
で
は
３
つ
の
常

任
委
員
会
を
置
き
、
主
に
本
会
議

で
付
託
さ
れ
る
そ
の
部
門
に
属
す

る
予
算
、
決
算
、
請
願
・
陳
情
な

ど
に
つ
い
て
審
査
を
し
て
い
ま

す
。

・
総
務
常
任
委
員
会

町
の
行
政
、
財
政
、
そ
の
他
の

委
員
会
に
属
し
な
い
事
項

・
教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
学
芸
、
社
会
福
祉
、
社
会

保
険
、
保
健
衛
生
等

・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

農
業
、
工
業
、
商
業
、
そ
の
他

経
済
一
般
及
び
土
木
一
般

※「

一
部
事
務
組
合」

と
は

？

複
数
の
普
通
地
方
公
共
団
体
等

が
、
事
務
の
一
部
を
共
同
処
理
す

る
た
め
に
設
け
る
団
体
の
こ
と
で

す
。

※「

広
域
連
合」

と
は

？

様
々
な
広
域
的
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

か
つ
効
率
的
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
権
限
委
譲
の
受
け
入
れ
体
制

を
整
備
す
る
団
体
で
す
。

◇
各
委
員
会
等
の
目
的
と
役
割

そ
の
他
の
委
員
会
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人のうごき １月１日現在

人 口 22,901人 （955）

男 11,858人 （790）

女 11,043人 （165）

世帯数 7,350世帯 （808）

（ ）内は外国人で内数「八菜丸」
は な ま る

町イメージキャラクター

第４分団

○優良民間防火組織クラブ員

さわきこども園女性消防隊

大森梓

○永年勤続消防団員妻女

小菅淳子

八千代町長表彰

○優良団員

第１分団 班長 田神宏道

第２分団 分団長 高田幹夫

第３分団 班長 稲葉美憲
よしのり

第４分団 分団長 大竹直樹

第５分団 副分団長 弦巻孝一

第７分団 副分団長 杉田敏博

○優良分団

第４分団

日本消防協会会長表彰

○功績章

団長 小菅康司

茨城県知事表彰

○永年勤続功労章

団長 小菅康司

第１分団 分団長 中島邦光

元分団長 中川隆宏

元副分団長 和田政明

茨城県幼少年婦人防火委員会

会長表彰

○優良民間防火組織指導者

さわきこども園幼年消防隊

櫻井夏希

茨城県消防協会会長表彰

○優良消防分団

（敬称略）

八千代町消防団長表彰

○優良団員

第１分団 団員 木村順一

第２分団 団員 大久保一幸

第２分団 団員 櫻井一樹

第３分団 団員 為我井哲也

第４分団 班長 荻野涼

第４分団 団員 染野晴彦

第５分団 班長 増田覚
さとる

第５分団 班長 古谷将光

第６分団 団員 羽太敬一

第６分団 団員 尾上雄太

第７分団 団員 原尚人

第７分団 団員 山中辰也

１月９日、役場庁庭などを会場に、町消防団員

や西南広域八千代分署員など１４４人が参加し、

平成28年八千代町消防出初式が行われました。

第一会場では、大久保司町長や来賓者が点検官

となって消防団員や分署員の人員・姿勢・服装の

点検が行われました。幼年消防隊防火パレードで

は町内の幼稚園、こども園の園児たちが「絶対に

火遊びはしません」と大きな声で防火の誓いを唱

和しました。第二会場では放水試験が行われ、消

防車７台から一斉に放水されると見学者から歓声

があがっていました。第三会場では、日本消防協

会長から小菅康司消防団長に功績章が贈られるな

ど、消防功労者が表彰されました。

講評で大久保町長は「日ごろの尽力に対し深く

感謝いたします。町民のために今後もより一層の

精進をお願いいたします」と話し、小菅消防団長

は「災害に強いまちづくりのために最善の努力を

尽くします」と答辞を述べました。

７つの分団による放水試験

（左）点検官による人員、

姿勢、服装の点検

（下）表彰を受ける小菅

消防団長


